
みなさんこんにちは日本労働者協同組合
（ワーカーズコープ）連合会副理事長 で
日本社会連帯機構専務理事の藤田徹です
-

日本労働者協同組合（ワーカーズ
コープ）連合会
就労者数 15,600人（2020年）
事業高 350億円

一般社団法人 日本社会連帯機構
全国で 17支部

団体会員 17団体
個人会員 7000人



社会連帯機構は2004年11月、社会連帯委員会とし

て出発した。

私が新しい社会運動と協同労働の協同組合の発展

のためにこの組織(社会連帯委員会)がどうしても

必要だと考えた理由が２つあった。

1つは協同労働の協同組合の運動、事業も社会運動

の1つであり、運動組織としての原点から乖離す

れば衰退すると考えたこと。

今1つは、世界的にも、日本でも協同組合が私たち

の運動の原則としている「社会変革の立場」「全

国的視点に立つ」というような社会運動の観点が

組合員自身のものになっていない傾向にあるのは

何故かと思ったことにある。協同組合は運動の理

念、目的を達成するために事業、経営が存在する

のだが、ともすればこれに巣籠る傾向が強い.

ワーカーズコープの

事業・運動は、労働

（人間）そのものが

中心テーマであり、

これは社会的矛盾に

真正面から運動とし

て取り組まなければ、

事業も衰退してしまう。

社会連帯機構は「地

域を舞台に、地域の

人々や組織が必要な運動をおこし、発展させる」

共同体づくりになるであろう。

代表理事 永戸祐三

（日本社会連帯機構10周年誌より抜粋）



■みなさんの暮らしと仕事・地域の願いを、協同労働
で一緒に実現しませんか

・生活の困難や失業の中にあって、相談できる居
場所や自分を生かせる仕事がほしい

・子ども食堂や居場所づくり、不登校の子どもの
学びの場…子どもの未来のために働きたい

・人生100歳時代、退職後は地域のために働き、
元気な時からつながりを豊かにしたい

・ケア労働の社会的な価値を高め、利用者や地
域の立場に立って、この仕事を充実させたい

・第一次産業や商売、ものづくりなど価値ある仕
事を、新たな形で次の世代に継承したい

・環境や自然、地域のつながりや文化を大切にし、
自分らしく働き、暮らしたい若い世代へ…



■「みんなのおうち」の構想



■コロナ禍での支援－反貧困ネットワーク新型コロナ災害緊急アク
ションと連携して、「しごと探し・しごとづくり相談交流会」を開催

2020年12月12日、労協連本部で「コロナ禍で仕事と
住まいを失う人が増え、生活保護にはつなぐことが
できるが、孤立して居場所がない、まっとうな仕事
で働く場がない」との反貧困ネットワーク事務局長
からの相談を受けて、「しごと探し・しごとづくり
相談交流会」を共催で行った。相談者が7人参加し、
業務紹介と相談に耳を傾けた。
2021年3月6日には第2回、6月6日に第3回を開催。
相談者から「ワーカーズコープをはじめて知った。話ができて良かった」
など。ある女性は反貧困ネットワークやワーカーズの居場所事業に週１回、
体験就労しながら「今度は助ける側になりたい」と意思表明。「死のうと
思っていた」といっていた男性２人は、よってたかってのお節介面談に「世
間話含めて、何故か楽しかった。協同労働の話がとても感慨深く、事業所訪
問にぜひ行きたいです」と話してくれた。



ワーカーズコープの仲間から「私たちは一人じゃないよと

伝えたい」「気軽に遊びに事業所に来てください」「世間話
を含めて、居場所的な雰囲気で楽しく話ができた」「今回は
前回に比べて多くの人が参加され、一緒に働けたら良いなと
思った」「みなさんが働いてきた経験やされてきたことが、
生かせるような取り組みができればと」「活気があって楽し
くでほっこり感があって良かった」など。
6月6日に開催した第3回相談交流会では、過去2回相談者と

して参加され、その後女子会を立ち上げ活動していた方の中
にベトナム出身の方がおられ、反貧困ネットとの打ち合わせ
の際に「相談者が自己紹介の際に『当事者の〇〇です』と言
われたが、相談者を主体者にすることが大切』『相談者にち
ょっと手伝って、運営に参加できないか。ぜひ、ベトナムコ
ーヒーと軽食をお願いできないか』と持ちかけたところ、『
交流会を企画する側にまわりたい』と今回、3人の相談者が中
心となり本格的な手作り料理を引き受けていただいた。



また、相談交流会に参加された方が5人ワーカーズコープに就労につながり、7
月8日からワーカーズコープ東京中央が主催する「介護職員初任者研修講座」に
相談者3人が受講（受講料とテキスト代を一人は生活保護費から、2人の方は、
労協連が立ち上げた財団からの助成）することになり、新たな一歩を踏み出す
ことになった。
9月20日の第4回では、初任者研修を受講している外国籍の女性の方から「研修
を経て資格を取れば、高齢者を支援する仕事に就くことができる。受講料も免
除していただき感謝している（財団法人協同労働くらしとしごとからの助成）。
交通費の支払いもままならないこともあったが、皆に助けてもらった。働くこ
とは、日本で生活していくために、ひいては日本のためになるようになると
思っている。資格を得た後にまずは日本語を拾得しつつ、介護の仕事に就いて
いきたいと思う」と。また、受講している若者（男性）から「この場所で出会
うことになり受講につながった。希望は必ず実現すると思う。皆さんも頑張っ
てもらいたい」と。
刑余者の就労支援に取り組んでいるマザーハウスの五十嵐代表も初めて参加、
稲葉奈々子さん（上智大学教授）と共に「共に働く」ことへの呼びかけも。



反貧困ネットワーク事務局長から「生活保
護などの制度につなぐ間に、相談者の駆け込
み寺がいる。ワーカーズコープのみんなのお
うちが、その駆け込み寺の役割を果たしてく
れたら、みんなの希望になる。反貧困ネット
の活動は首都圏が中心なので、全国にみんな
のおうちがあると助かる」と、みんなのおう
ちに対する期待も語っていただいた。
コロナ禍による貧困や孤立などの困難が進

行する中で、人間らしく働きたいという人々
の願いや思いに応える取り組みとして相談交
流会を各地に広げていくこと。また、労協法
を生かして当事者が主体者として立ち上がる
契機となる協同労働のネットワークを、各地
につくっていくことが求められている。
第5回は、12月に開催した。



反貧困ネットワークと連携して
開催している「しごと探し・し
ごとづくり相談交流会」
東京新聞2021年3月10日



朝日新聞
2021年
11月11日





外国人の方々の困窮に戸惑い『仮放免』の壁を知る！
緊急連続学習会を開催！



喫緊の取組み 『東京クルド』
上映＋トークセッション

映画の2回上映合計95人参加

高校の教員3名や高校生と親が3

組の申し込みをしてきた。

トークセッションには日向監督、
出演者のラマザンさん、稲葉
奈々子さんが登場！

ワーカーズコープの東京中央事
業本部はあっという間に6ヶ国の
人たちが所属する職場になった。
それぞれの課題はあるが楽しく
働き合っていると報告


